
４ 理科 

学校番号 318 

平成３１年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 「生物基礎」 （数研出版） 

副教材等 「センサー 生物基礎」(啓林館)、「フォトサイエンス生物図録」(数研出版) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1 年で勉強した「生物基礎」の内容について、基本事項を確認しつつ、問題演習を適宜入れ、よ

り深く理解していきましょう。新しい問題集を使い、初めて見る問題に対して、身に付けた知識

を使って考える練習をします。センター試験に対応できる力を付けましょう。 

テストは年 2回行う予定です。よって 1回のテスト範囲が広くなります。暗記に頼りすぎず、日々

の授業の予習・復習をしっかりして、計画的に学習を進めてください。 

問題演習専用のノートを作ったり、1 年生の時に使ったノートに気づいたことや新しく知った事

を追記していくと、記録が残っていくので良いと思います。 

２ 学習の到達目標 

1年次に学習した内容をより深く理解し、センター試験に向けて、確かな知識をつける。 

そのために、問題演習を多く取り入れることで、学習内容に対し多方面から考え、初見問題にも

対応できる力を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら生

物や生物現象の関係

に関心をもち、意欲的

に探究しようとする

とともに、生物の共通

性と多様性を常に意

識するなど、科学的な

見方や考え方を身に

付けている。 

生物や生物現象の中に

問題を見いだし、探究

する課程を通して、事

象を科学的に考察し、

導き出した考えを適切

に表現している。 

生物や生物現象に関

する観察、実験など

を行い、基本操作を

習得するとともに、

それらの過程や結果

を的確に記録、整理

し、自然の事物・現

象を科学的に探究す

る技能を身に付けて

いる。 

生物や生物現象に

ついて、基本的な概

念や原理・原則を理

解し、知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ﾉｰﾄやﾌﾟﾘﾝﾄの記述 

発表 

学習状況の観察 

小テスト 

ﾉｰﾄやﾌﾟﾘﾝﾄの記述 

発表 

定期考査の結果とやり

直し 

 

学習状況の観察 

小テスト 

ﾉｰﾄやﾌﾟﾘﾝﾄの記述 

定期考査の結果とや

り直し 

学習状況の観察 

小テスト 

ﾉｰﾄやﾌﾟﾘﾝﾄの記述 

定期考査の結果とや

り直し 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

生
物
と
遺
伝
子 

生物の多様性と共通

性 

○    a:生物の多様性と共通性、遺伝現象とＤ

ＮＡに関心を持ち、意欲的に探究しよ

うとする。 

b:体細胞分裂の前後で遺伝情報の同一性

が保たれていることを考察し、導き出

した考えを表現している。 

c: 生命活動に必要なエネルギーと代謝

について、酵素に関する探究活動を行

い、生物学的に探究する方法を習得す

るとともに、それらの過程や結果を的

確に記録、整理している。  

d:光合成と呼吸やＤＮＡの情報に基づい

てタンパク質が合成されることを理解

し、知識を身に付けている。 

学習状況 

小テスト 

ノート・プリン

ト 

観察・実験 

定期考査 

エネルギーと代謝   ○  

光合成と呼吸    ○ 

遺伝情報とＤＮＡ    ○ 

遺伝情報の発現    ○ 

遺伝情報の分配  ○   

生
物
の
体
内
環
境
の
維
持 

体内環境としての体

液 

○    a:体内環境について関心をもち、意欲的

に探究しようとする。 

b:病原菌などの異物を認識、排除して体

内環境を保つ仕組みを考察し、導き出

した考えを表現している。 

c:「腎臓や肝臓による調節」に関する探

究活動を行い、生物学的に探究する方

法を習得するとともに、それらの過程

や結果を的確に記録、整理している。 

d:体内環境の維持に自律神経とホルモン

が関わっていることを理解し、知識を

身に付けている。 

学習状況 

小テスト 

ノート・プリン

ト 

観察・実験 

定期考査 

 

腎臓と肝臓による調節   ○  

後
期 

神経とホルモンによる

調節 

   ○ 

免疫  ○   

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

植生の成り立ちと遷移   ○  a:気候とバイオームについて関心をも

ち、意欲的に探究しようとする。 

b:「生態系のバランスと保全」について

考察し、導き出した考えを表現してい

る。 

c: 「植生の成り立ちと遷移」に関する探

究活動などを行い、生物学的に探究す

る方法を習得するとともに、それらの

過程や結果を的確に記録、整理してい

る。 

d:生態系とその成り立ちや物質循環とエ

ネルギーの流れについて理解し、知識

を身に付けている。 

学習状況 

小テスト 

ノート・プリン

ト 

観察・実験 

定期考査 

気候とバイオーム ○    

生態系とその成り立ち    ○ 

物質循環とエネルギ

ーの流れ 

   ○ 

生態系のバランスと保

全 

 ○   

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


